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鍼魃瞼晰膠
一
基
本
条
例
で
「政
策
推
進
会
議
」
一

Ｆ
の
設
置
を
規
定
　
　
　
　
　
　
」

福
岡
市

・
北
九
州
市
の
間
に
位
置
す
る

占
賀
市
。
人
口
増
に
伴
い
、
１
９
７
７
年

に
町
か
ら
市
に
移
行
し
、
現
在
の
人
口
は

５
万
９
４
９
９
人

（１２
月
末
現
在
）
。
市

議
会

（定
数
１９
人
）
で
は
２
０
１
３
年
６

月
に
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
た

（施
行

は
１４
年
４
月
１
日
）
。
同
条
例
１３
条
で
定

め
た
の
が

「政
策
推
進
会
議
」
だ
。
同
会

議
は

「市
政
に
関
し
て
重
要
な
も
の
に
つ

い
て
は
、
議
員
間
で
共
通
認
識
及
び
合
意

形
成
を
図
り
、
政
策
立
案
を
推
進
す
る
た

め
」
に
開
催
す
る
も
の
で
、
「提
言
と
し

て
取
り
ま
と
め
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
市

長
等
に
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規

定
す
る
。

同
会
議
運
営
要
綱
に
よ
る
と
推
進
会
議

は
議
長
を
除
く
議
員
全
員
で
構
成
。
副
議

長
及
び
各
会
派
か
ら
選
出
さ
れ
た
者
で
役

員
会
を
設
け
て
い
る
。

政
策
推
進
会
議
で
は
、

１４
年
度
に
災
害

時
の
議
会
対
応
要
綱
を
検
討
し
、

１５
年
３

月
末
に
同
要
綱
及
び
災
害
発
生
時
の
議
員

行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
。
そ
の
後
、
地

域
公
共
交
通

（１７
年
２
月
に
報
告
）、
地

域
防
災

（１８
年
６
月
に
報
告
）
に
取
り
組

み
、

１９
年
１０
月
か
ら
は

「気
候
変
動
」
を

テ
ー
マ
に
調
査

。
研
究
を
始
め
た
ｃ

各
提
言
葉
に
対
す
る
議
員
の

重
要
度
意
向
調
査
を
実
施

政
策
推
進
会
議
で
は
ま
ず
、
調
査

・
研

究
テ
ー
マ
を
定
め
る
に
あ
た

つ
て
１９
年
１０

月
１８
日
に
２
回
日
と
な
る
政
策
発
表
会
を

開
催

（１
回
目
は
１５
年
１０
月
）。
６
人
の

議
員
か
ら

「福
岡
堅
樹
選
手
の
名
誉
市
民

顕
彰
」
「公
共
交
通
」
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
マ

ナ
ー
宣
言
都
市
」
「農
林
業
の
振
興
」
な

ど
８
テ
ー
マ
の
発
表
が
あ

っ
た
。
そ
の
中

か
ら
役
員
会
で

「気
候
変
動

（地
球
温
暖

化
）
に
対
す
る
対
応
」
が
選
定
さ
れ
た
ｃ

推
進
会
議
で
は
、

１９
年
１２
月
か
ら
２１
年

４
月
ま
で
６
回
に
わ
た

つ
て
研
修
会
を
開

催

（表
参
照
）。
先
進
事
例

（長
崎
県
壱
岐

市
の
気
候
非
常
事
態
宣
言
）
や
地
球
温
暖

化
と
自
然
災
害

。
熱
中
症
対
策

（粕
屋
北

部
消
防
署
）、
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

「気候変動への対応について」の政策提言を田辺一城市長
(中央)に提出する結城弘明議長 (2021年 11月 25日 ).

「政
策
推
進
会
議
」
で
調
査
・研
究
、

合
意
形
成
を
図
り
政
策
提
言

―

福
岡
県
古
賀
市
議
会

福
岡
県
古
賀
市
議
会
は
２
０
２
１
年
１１
月
２５
日
に

「気
候
変
動
へ
の
対
応
に
っ
い
て
」
の
政
策
提
言
を
、

１２
月
１５
日
に
は

「第
５
次
古
賀
市
基
本
構
想
」
に
つ
い
て
の
提
言
を
市
長
に
提
出
し
た
。
特
に
前
者
は
市
議
会
の

「政
策
推
進
会
議
」
が

２
年
余
り
に
わ
た
っ
て
調
査

。
研
究
し
て
き
た
成
果
。
議
員
間
討
議
を
重
ね
、
合
意
形
成
を
図
り
政
策
提
言
を
行
う
サ
イ

ク
ル
が
定
着
し
て
き
た
同
市
議
会
を
取
材
し
た
。

長崎県壱岐市SDGs未来課長による研修会 (2020年 1月 20日 )。
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込
み
、
４
年
単
位
で
毎
年
度
ロ
ー
リ
ン
グ
）

の
２
層
構
造
と
し
、
同
プ
ラ
ン
は
予
算
案

に
付
随
す
る
資
料
と
し
て
示
す
予
定
だ
。

こ
の
た
め
議
会
内
に
は
「総
合
計
画
の
審

査
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
」と
の
声
も
上
が
る
。

*

市
議
会
は
、
こ
の
３
月
議
会
で
は
委
員

会
条
例
を
改
正
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開

催
を
可
能
と
す
る
予
定
。
さ
ら
に
、

２２
年

度
に
は
議
員
に
タ
ブ
レ
ツ
ト
端
末
を
配
備

す
る
ｃ
正
副
議
長
や
政
策
推
進
会
議
、
常

任
委
員
会
の
役
職
を
任
期
の
４
年
間
と
し

て
い
る
の
も
特
筆
さ
れ
る
。
基
本
条
例
を

ベ
ー
ス
に
挑
戦
し
続
け
る
古
賀
市
議
会
の

今
後
の
飛
躍
に
注
目
し
た
い
。

（本
誌
／
千
葉
茂
明
）

議
会
総
意
の
政
策
提
言
は

一
般
質
問
以
上
の
効
力
が
あ
る

―

正
副
議
長
、
推
進
会
議
の
正
副
会
長
な
ど
に
聞
く

纏
城
弘
鮨
艤
長
、
爾
中
糞
蝙
爾
艤
長

（Ｉ
本
購
艘
警
甕
特
別
幾
鑢員
会
楼
醸翼
長
）、
政
策
撥
饉
禽
域
の
数
聞
鸞
司
禽
長
、

中
諄
敷
鐵
閻
会
長
、
特
別
膊
簑量
会
の
溝
鷹
霧
剛鐵
蜃
委
員
長
鍾
酸
簾
機
一一一繭
、
擬
一一一一日の
手
饉
えヽ
な
ど
な
つ
経
て
巫
い
た
。

―
―
政
策
推
進
会
議
が
２
年
ほ
ど
気
候

変
動
に
つ
い
て
調
査

・
研
究
を
重
ね
、

２１
年
１１
月
に
政
策
提
言
を
市
長
に
提
出

し
た
。

奴
間
　
調
査

・
研
究
で
は
１９
年
１２
月
か

ら
２１
年
４
月
ま
で
、
６
回
の
研
修
会
を

行

っ
た
。
研
修
の
準
備
は
大
変
だ
っ
た

が
、
最
良
の
講
師
を
招
く
こ
と
が
で
き
、

地
球
温
暖
化
を
学
ぶ
上
で
非
常
に
有
意

義
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
７
月
か
ら
は
合
意
形
成
に

向
け
た
取
組
み
で
、

１１
月
２２
日
の
全
体

会
議
で
政
策
提
言
の
Ｆ
承
を
い
た
だ
く

ま
で
の
間
は
か
な
り
試
行
錯
誤
、
模
索

を
し
た
。
自
由
討
議
を
や
っ
て
み
た
が
、

な
か
な
か
ま
と
ま
り
に
く
い
。
そ
こ
で
、

出
さ
れ
た
提
言
案
の
３
段
階
評
価
を
全

議
員
に
出
し
て
も
ら
つ
た
。
そ
れ
を
点

数
化
、
グ
ラ
フ
化
し
て
見
え
る
化
を
図

っ
た
ｃ
そ
し
て
で
き
る
だ
け
み
な
さ
ん

が
納
得
で
き
る
絞
り
込
み
を
行
っ
た
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
討
議
も
実
施
。
全

議
員
が
２
班
に
分
か
れ
て
行

っ
た
と
こ

ろ
、
こ
れ
は
ま
と
め
よ
う
が
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
く
ら
い
意
見
が
噴
出

し
た
。
そ
れ
を
役
員
会
で
整
理
し
、
練

り
上
げ
て
、
や
っ
と
提
言
項
目
を
絞
り

込
ん
で
い
っ
た
。

中
野
　
私
は
１
期
目
。
や
は
り
合
意
形

成
ま
で
ど
こ
ま
で
ど
う
や
つ
て
持

っ
て

行
く
の
か
が
非
常
に
難
し
い
と
感
じ
た
。

結
城
　
大
胆
な
政
策
提
言
で
、
落
と
し

ど
こ
ろ
は
ど
う
な
る
の
か
な
と
、
ち
ょ

っ
と
心
配
し
た
。
執
行
部
か
ら
出
て
く

る
政
策
を
質
す
チ
ャ
ン
ス
は
で
き
た
け

れ
ど
も
、
実
効
性
の
確
保
で
は
議
会
と

し
て
も
責
任
は
重
い
。

立
派
な
政
策
提
言
だ
と
記
録
を
残
し

た
だ
け
で
は
意
味
が
な
い
。
こ
れ
を
引

き
継
い
で
い
く
こ
と
が
大
事
だ
。

田
中
　
議
会
と
し
て
政
策
を
論
議
す
る

場
を
つ
く
る
の
は
非
常
に
大
事
だ
。
今

回
の
提
言
は
５
項
目
。
市
長
の
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
イ
宣
言
は
単
な
る
宣
言
で

終
わ
っ
て
い
る
。
市
の
担
当
課
は
２
年

後
く
ら
い
に
具
体
的
な
環
境
行
動
計
画

を
つ
く
り
た
い
と
言
っ
て
い
る
が
そ
れ
で

は
遅
い
。
も

つ
と
前
倒
し
に
す
る
よ
う

求
め
て
い
き
た
い
。

清
原
　
自
由
討
議
で
は
い
ろ
ん
な
意
見

が
出
て
、　
一
つ
の
方
向
性
が
出
て
く
れ

ば
い
い
が
、
な
か
な
か
そ
う
も
い
か
な

い
。
会
長
は
と
り
ま
と
め
が
大
変
だ
っ

た
と
思
う
。

家
庭
用
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
は
以
前
、

補
助
金
が
あ

っ
た
が
今
は
な
く
な
つ
て

い
る
。
そ
の
復
活
も
必
要
で
は
な
い
か
。

今
の
状
況
で
は
な
か
な
か
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

―

‐全
議
員
が
総
意
と
し
て
提
言
す
る

意
義
は
？

田
中
　
政
策
推
進
会
議
で
課
題
を
捉
え

て
も
の
を
申
し
て
い
く
、
あ
る
い
は
議

会
の
考
え
方
を
ま
と
め
て
い
く
取
組
み

は
非
常
に
大
事
だ
。

―

‐提
言
に
対
す
る
執
行
部
へ
の
影
響

力
は
ど
う
捉
え
て
い
ま
す
か
。

結
城
　
議
会
の
方
か
ら
声
を
出
す
取
組

み
を
継
続
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
言
っ

て
終
わ
り
で
は
な
い
。
執
行
部
に
、
「ま

た
言
い
よ
る
」
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
に

繰
り
返
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
が

一
つ
の
基
本
姿
勢
だ
。
「
こ
れ
は
議
会
の

合
意
だ
。
提
言
を
重
く
受
け
と
め
て
く

だ
さ
い
よ
」
と
言
え
ば
市
長
は
や
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
政
策
提
言
は

一
般
質
問

以
上
の
効
力
が
あ
る
。

―
―
基
本
構
想
も
特
別
委
員
会
で
提
言

を
出
し
た
。

田
中
　
今
ま
で
に
な
い
よ
う
な
形
で
総

合
計
画
を
作
る
こ
と
に
な
っ
て
議
会
側

に
は
戸
惑

い
と
不
満
な
ど
が
あ

っ
た
。
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人
た
ち
、
利
用
者
は
不
満
を
抱

い
て
い


